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日本油田地質調査1877

1.1877年(明治且O年)の幕あけ

!877年(明治10年),フィｰルドブックL46は,

正月三箇日が終り,助手達がオフィスに年始に出か

けた1月4日から始まる.ライマンは風邪をひき

自宅休養中であったが,前年末の会計簿から判断す

ると,15人に近い使用人およびその家族の世帯主

として,門松を立て,お節料理でお正月をにぎやか

に祝ったようである15日は,大鳥至介･山内提雲

･助手等と共に浜町の写真館で写真をとり,次い

で,地質学会が主催する深川富岡町の料亭で行われ

た新年宴会に出席した1

明治10年の歴史は,西南戦争と上野公園で開か

れた第1回内国勧業博覧会で代表されるが,ライ

マンは特に後者の影響を受けた.8日の御用始めの

2日後,つまり1月10日に,ゼネラル大鳥からライ

マンのオフィスを博覧会に引き渡すよう要請があっ

た.,続いて11目,政府は各省の寮の廃止を発表,

大鳥の内務省から工部省への転属,とライマンの身

辺に矢継早に変動が起った.彼は大鳥に従って工部

省へ移るのを予測し,緊急問題は自分のオフィスを

何処へ移転するかにあると見て取ったのであろう.

早速オフィスの家具や事務用品を一時内務省から平

河町の自宅に移した.1月31日に,内務卿大久保利

通(後に工部卿事務取扱伊藤博文と変更)に,r日本

油田地質測量報文1876年｣を提出した.

.梅の花がほころぶ2月3日から助手への物理講

義が始まった.'通常午後2時30分から4時までの

1時間半の講義を週5回,ライマンは新たに通訳な

しで日本語で行った.このライマンの日本語で教授

するアイディアは結果的たは成功であった.教科書

｢Lardner'sNatura1Phi1osophy｣の難解しかも深遠

な部分を助手が明瞭に理解し,かつ肝に銘じること

ができたのは,心が通じた直接教授の成果の一例で

ある.また助手のノｰトをていねいに添削し,手を

入れたノｰトを週一回清書させた専心ぶりは,魯迅

著｢藤野先生｣を思わしめる.

2月12日ライマンの工部省へ異動の公表,翌13日

は14人の助手が工部省に移り,3月の始めにライマ

ンのオフィスが平河町邸に正式に決った.4月書記

･秋山美丸はライマソヘ,熊本へ向う友達を送り

に横浜に行くため,授業欠席届けを出している.当

時の熊本の戦況から察し,急ぎ境地へ赴く友を送っ

たのであろう.江戸の平穏な生活の中で,一瞬西南

戦争の切迫を感じさせる一コマである1この頃ライ

マンが｢九州全図｣や｢熊本近傍里程図｣を購入し

ているのも興味深い.4月の宴会の席上で聞いた

｢国内不穏のため調査を見合せては｣という政府高

とおとうみ

官の忠告を考慮したのか,第一回遠江旅行の出発

は5月2目となった.

筆者はライマン日本油田地質調査第2回報文と

フィｰルドブックのL46からし88を読了後,一つの

着想を抱いた.遠江の平田製油所の産額やライマン

の半田銀山操業の詳細な報告を書いたとしても,誰

も関心を持つまい.明治初期の尾去沢銅山や大高金

山,呵仁鉱山について知りたければ,莫大な資料が

日本に保存されているはずである.むしろ｢こんな

人跡未踏な処まで｣と筆者の胸を打った延々約千里

のライマンρ足跡を迫るべきだと思った.しかしそ

れは予想外に大きな仕事であることが判った.

森本良平教授･森本貞子氏のご好意で入手できた

大正初期に訳された中村新太郎｢ライマ!日本油田

調査第二年報｣を読み,中村氏でさえ,ライマンの

書かれたロｰマ字の地名に悩まされた印象を受げ

1)マサチュｰセッツ大学図書館ライマンコレクション委員
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第1図ライマンの油田地質調査第二年の報告書

(マサチュｰセッツ大学図書館所蔵)

た.また読者は連綿として続く地名や何時何分に宿

を出た,峠を越したの時間の繰り返しにうんざりす

るのではないだろうかと思い盛った.しかしなが

ら,道なき道を,ちょうちんをつけて進まれたライ

マン,調査以外は心に何もたしとの気迫で困難な調

査を成し遂げられたライマンを偲ぶと,忽然として

彼の足跡を書くべきだと勇気が涌き上った.

2.遠江旅行(5月2目一5月17目)

とおとうみ

1877年石油調査は2回行われ,第1回は遠江旅

行と呼ばれた.5月2日から17日までのライマン調

査旅行の日々を追ってみよう.

5月2日晴天.江戸出発.主な同伴者は書記･安

達仁造とコックの幸太郎.新橋駅から10時45分発

の汽車に乗り横浜で下車.用事をすませ,人力車が

待っている神奈川に戻り,藤沢･平塚を経て大磯の

宿に8時18分着.

5月3目雲.大磯7時10分にたち,小田原･芦

ノ湖を眺めながら箱根峠4時42分,山中を過ぎて

から暗ぐたりコンパスの字が読めず,7時48分三島

着.

5月4日7時36分出発.途中富士山のスケッチを

し沼津に8時13分.沼川を渡り(舟渡5銭),前田

村で昼食.1時より雨が降り始め,蒲原に3時55分

に着いたが雨は止まず蒲原止.

5月5日午前中は雨.ようやく日が照り出し1時

46分出立.由比に近づく頃から強風となった.7時

2分静岡着.

5月6日この日曜目は午後雨が止んだので散歩

し,浅間神社まで遠出した.

5月7日静岡7時51分出発.大井川を渡り,4時

19分遠江国榛原郡金谷の土を踏んだ.

5月8目7時51分人力車で金谷を立ち,相良に12

時40分に達した.午後は土地の専門家に会い,遠

江石油の話に耳を便げた.

5月9日相良を7時50分に出て,平田の製油所,

海老江,菅谷の油井,または石油地を視察L,5時

26分相良に戻った.

5月10日朝8時8分相良を南下し,白羽の油井

を見て,池新田で昼食,その後朝比奈の油井を訪れ,

1目を終え再び相良に戻った.

5月11目雲.相良を8時16分に発し,男神･西

山寺･白井の石油地に立寄った.菊川を経て4時

13分小夜の中山を下り,日坂へ5時32分に到着.

この日の行程は約7里であった.

5月12日7時23分日坂を出て,源兵衛と飛込沢を

訪れたが,どちらも石油の痕跡さえ見当らず,10

時に藤枝に向った.3時16分藤枝着.

やいなぱ

5月13日7時40分藤枝から輿に乗って谷稲葉と内

瀬戸の井戸に寄ったが,石油は全く発見されず,す

ぐ西南に足を向け10数年前に掘った井戸からガス

が噴出Lた越後島村を訪れた.ここで実際の調査は

終了し,岡部･静岡を経て夜遅く10時19分興津に

着いた.

14日と15目は雨天を冒して興津から三島に達し,

16日は箱根を越えて湯本･小田原を経て大磯で一

泊.17日は鎌倉の大仏と円覚寺を訪れ,神奈川か

ら汽車に乗り,新橋駅に7時15分着,無事平河町

の自宅に戻った.

記録によると,16日間の遠江調査里程は,鎌倉

遊らんを含め144里,平均1日約8星とある.1817

年頃,静岡学問所で化学を教えていた米人Edward

W.C1arkが,海老江で石油を見つげたのがきっか

げと在って,遠江で石油採掘熟が起り,石油のにお

いさえすれば,さく井が行われた.ライマンは遠江

地質ニュｰス471号�
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月目は出発目を示す
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第2図ライマンの秋田･山形･新潟油田長期調査旅行

旅程図

石油の将来性のないのを見通し,報文の中で,製塩

茶･砂糖･米の生産を奨励した.20世紀末の今

日,唯一残った物産は茶である.

3.秋田｡山形｡新潟県油田長期調査旅行

(7月13日一9月妥7圓)

7月になると､助手の山内･山際･前田本方咄秋

山は越後と信濃へ桑田曲西山は秋田へ,杉浦と坂

は遠江へ賀田と島田は越後松山方面､稲垣と前田

清明は越後蒲原郡方面調査地へと争それぞれ出立し

た､

昌光まで(㌘郎蠣一7躯陥)

さてサライマソは?月及銅言秋田県油田長期調

査旅行のため､午後壁時至5分まず胃光へ向った.

コック幸太郎の妻と娘宣従者の妻は,見送りかたが

た干往の通運まで一行に付いてきた.ライマンは今

回の調査旅行で,この通運の分社ヨ取次店,出張所

を休憩所に,郵便局や案内所に芋時には宿として大

いに利用しているのが昌立つ昔通運とは内国通運会

社の略で芋全国津々浦々手網の目の様に躰がり圭明

治五◎年は正に壺運独占時代のピｰクであった.千

住を6時35分に出発し,草加から暗い道を進み,8

時49分に大浜の旅篭に入った｡

第2買は人力車のスプリング変えに手間取り,

婁って

午後大沢を出て宇粕壁血幸手を経て古河で宿泊.翌

おやま

目はなつかしい筑波山の姿を小山辺りで見ながら

6時59分に宇都宮に達した.

16日早朝6時35分徳次郎･大沢一今市への目先

本街道に移り,杉並木の偉観に圧倒されながら午後

1時14分に鉢石の鈴木宿に落着いた.会計簿旅中荷

物運搬仕払の項目のr宇都宮より日光まで人力車五

両荷物運搬車とも3円60銭｣と｢宇都宮駅より日

光まで幸太郎人力車50銭｣から大体ライマン調査

隊の規模が想像できよう.17日中禅寺まで足を伸

ばしたが,足尾には行かず,代りに足尾銅山の歴史

鉱脈･銅鉱･産額･操業等について人から聞き.

書き留めた.付け加えると,ライマンが大切に保存

した日本の雑誌の中に,風俗画報増刊r足尾銅山図

会｣がある.この雑誌は世に知られた田中正造と足

尾銅山鉱毒事件が騒がれだした明治33年の発行で

ある.ライマンは旅行中,よく神社仏閣を訪れた.

日光でも｢東照宮奥院まで見料案内2人6銭｣お

よび｢大猷院同前1銭2厘｣の記録が残っている.

遠野まで(7月18目一7月3蛆)

7月18日目光を去り,今市から会津西街道へ折

さげぷ

れ,大桑で西へ進んだ.目的地は佐下部銀鉛山と小

百村銅山であった.その日は車のアクセルの修理で

1993年11月号�
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第3図｢足尾銅山図会｣の表紙(風俗画報,マサチュｰ

セッツ大学図書館所蔵)

栗原に泊り,翌7月19日,白百合があちこちに咲

き乱れる道を通り,佐下部鉱山へ辿り着いたが,鉱

山は取るに足らず,その先の小百村の脇道調査も止

め,高徳へ出て,夕刻日光北街道の船生に到着した.

5時3分宿に着くや雷雨襲来.あくる目はすっかり

晴れ上り,6時29分に宿を出て,日光北街道沿いの

玉生･矢板と過ぎ,箒川を渡って,蒲葉･中田原に

至った.ここはすでに奥州街道である.その夜は越

堀の昨年明治天皇が休まれた本陣に一泊Lた1

7月21目はいよいよ奥州入りで三台の人力車で出

立した.｢次の駅まで43丘陵がある｣の次の駅とは

芦野であろうか?雨が降りしきる中を12時7分

に白河通運出張所着.雷雨が納まるのを待ち,2時

46分再び旅の人となり,6時20分に無事矢吹に到着

した.翌日ライマソｰ行は矢吹から笠石･小和田

日和田･仁井田･を通過し,二本松で一目を終

えた123日二本柳･八丁目･瀬ノ上と奥州街道を

北進し,ライマンが目指している目的地が半田銀山

二一1･θ'

'1¢

歩1

第4図宮城県三本木のボｰリングマシン(フィｰルドブ

ックL59,マサチュｰセッツ大学図書館所蔵)

であるのが明らかになった.4時58分に半田鉱山オ

こおり

フィスに一応着いたものの桑折に戻り宿に入った.

ライマンは半田鉱山を一日かけて調査Lた結果をフ

ィｰルドブックに克明に書き残しているが,彼の目

には昔日の面影なく将来性のない鉱山として映った.

午後5時過ぎ半田を出て,藤田･貝田を経て宮

こすが

城県入りし,越河から更に1里半の夜道を白石ま

で進んだ.7月25日は白石6時33分発,金ケ瀬･

岩沼付近では“はえ"に悩まされたとある.植松

･増田･中田を通って仙台に5時14分に着いた.

宿近くで木製の盆Omorigiを買ったとあるのは宮

城名産r埋れ木細工｣に違いあるまい.翌日6時

15分発,･峰また峰を越え仙台から9里半の三本木

に着いた.ここで石炭の皮層を求めボｰリングが行

われていて,工部省の役人が監督していた.翌27

日の細倉鉱山への道は長くけわしく,高清水から築

館まで丘陵が続くので,三人が人力車を引ぐことに

なった.12時54分築館,そこから西へ向かい,柳

目･真坂を通り,雨の中を6時51分川口の通運宿

舎へ入った.

ライマンは約1日半細倉銀鉛鉱山を調査した.

鉱山の採掘は殆ど放棄され,ごく少数の鉛と銀が製

錬されていたが,フィｰルドブックに24ぺ一ジ余

りの細倉鉱山レポｰトがある.29目の午後には岩

ケ崎へ足を向けた.岩ケ崎一泊.翌朝6時19分出

発し,金成･有壁を過ぎ県境を越えて一関へ,ここ

から道がらくになったのか,なおも山の目･前沢と

進み,6時18分水沢に到着した.晦日朝6時9分

地質ニュｰス471号�
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第5図

小坂鉱山の溶鉱炉(フィｰルドブックL67,マサチュｰセッツ大学図書館所蔵)

水沢を立つ頃,少しづつ霧が晴れて,ライマンの眼

前に見渡すかぎりの平野が展開した.しばらくして

かぺ

急流北上川を渡り,人首･五輪峠･鮎貝峠と北東進

した.

午後7時37分遠野から2星2町のMasudaで,

ちょうちんの灯の下ライマンは,街道のスケッチを

した.｢数日後盛岡へ行く際再び通る道｣と走り書

きがある.Masudaは鱒沢の間違いであろう.暗い

道を｢あと阿里｣と焦りだから進み,約3時問後,

遠野街道の終点遠野に着いた.

釜;百を経て岩手県下(8月五日一8月旭日)

8月1目は6時21分釜石街道を東へ急いだ.森

下近くで人力車を引く人3人押す人2人となり,

仙人峠･大橋･小川を経て6時5分釜石に到着,

この日も強行軍であった.釜石には8月6日まで

滞在した.大橋･新山･元山･除キ澤･佐比内の鉱

床や溶鉱炉を見学した.ライマンは報文で,製鉄事

業を勧告するには,長期の地質および地移調査が必

要なのを力説している.

釜石を7目に出て鱒沢より北東に転じ迷岡,達

おおはざま

導部を経て大迫へ1フィｰルドブックに大迫付近

の砂金や温泉について数行の記録がある.8日大迫

から赤沢･乙都を経て盛岡着.9日は岩手山に登

り,岩手山神杜に詣で夜は寺田に泊った.次の目は

岩手最後の日で,いよいよ本舞台の秋田入りの日で

1993年11月号

もある.寺田6時57分に出発,荒谷まで4星12町,

田山2星29町,湯瀬3星14町計10星9町でさし

て長距離ではないが,火山岩でごつごつLた悪路

と,峠にしばしば挑まねばならなかった.寺田から

1里の所で人力車の車を取り外し,ライマンは輿で

前進した.梨の木峠は急峻で歩くほかなく,やっと

荒谷通運に10時59分に着いた.再び輿にのって今

度ははえの襲来を受けながら進み山一つ越え,間も

なく田山通運に2時26分に達し,兄畑から秋田県

に入り5時24分湯瀬温泉の旅篭に落着いた.明日

より旅行の主眼である秋田調査が開始される.

尾去沢･小坂｡阿仁鉱山(8月且且目一8月2⑪目)

8月11目花輪を通って秋田最初の鉱山,尾去沢銅

山に12時3分に着き,早速鉱脈,採鉱場,製錬所

の調査をした.尾去沢で一晩泊り,翌朝7時大墓

鉱山へ向った.この金山は8ケ月程休業後,尾去

沢銅山の所有者の岡田舎杜が最近買い取り過渡期に

あった.13日は大墓から尾去沢に戻り,その夜は

宿を花輪にとった1通りに干した紫根染や藍染の布

が美しかったのであろう,知識欲旺盛なライマンは

rAi｣と覚えた名をフィｰルドブックに書きとどめ

ている.

次に訪れた小坂鉱山は花輪から北約5里にある

銀山で,ここも7月に岡田舎杜の経営下に移って

いた.2日間小坂で調査を行い,翌朝9時56分出�
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第6図阿仁鉱山のかまど(フィｰルドブックL68,マサチュｰセッツ大学図書館所蔵)

けまない

発,毛馬内で津軽街道と別れ,土深井を経て6時

7分十二所通運,温泉(大滝温泉?)調査後暗くなり

道に迷ったが,遂に8時11分扇田に着くことがで

きた.

r加護山へは陸路だと10里,水路だとそれよりも

距離が短い｣のメモで初めて次の調査地が加護山で

あるのがわかった.17日7時53分身が陸を離れる

と,へさきの1人が竿で,ともの2人が擢でこぎ

始めた.3人の船頭が唄をうたってゆるやかに米代

川を進むうちに霧が晴れた.川沿いの断崖や岩石は

ライマンの興味をそそった.鷹巣で舟客一人が下り

たのが12時12分.2時53分阿仁川の河口を過ぎ,

こつなき

小繋を通過L,4時42分上陸した所が加護山であ

った.桟橋の掲示板によると,明治8年現在,男

約216女約220の小さな村で,加護山を製錬所は呵

たいら

仁銅山の銅と,太食鉛山(theDaira1eadmines)の

銅を精製し銀を抽出した.

翌日11時25分太良視察のため再びライマンは舟

の人となり,藤琴川から粕毛川に入り,5時10分金

沢に着いた.加護山から4星とあるが,筆者の地

図で金沢の所在を突止めることができなかった.太

良への道は険峻な山路が待ち構え,へたぱる人夫を

Lつた激励しながら月光の下を徐々に進行し,とう

とう8時25分目的地に達した.19日太良と矢櫃の

鉱山および製錬所で6時間余り過ごし,午後雨の

中を前夜の険路を通り金沢の船場に2時28分到着,

2分後離岸,5時46分に加護山の桟橋に到着した.

20日は6時33分加護山から小さな舟で米代川を

南下し,7時46分阿仁川に入り,木戸石通過,12時

8分米内沢,五味堀と半日がかりの舟旅は6時53分

水無に上陸して終った.水無から約1里に位置す

る阿仁鉱山は,当時活気ある銅山であった.しかし

珍らしい化石や鉱物は江戸の内国勧業博覧会へ送ら

れていて見られず,その上お盆で何かしら気がゆる

んだ感じであったらしい.

秋田油田(8月2要目一3月旦4日)

22日朝6時18分水無を去り,12時45分米代川に

水路を変え,飛板を通過し5時21分鶴形に到達し

た.鶴形を拠点として第1日は駒形の石油地を,

第2日は水沢と目名潟の油井を訪れた.後者の2

ケ所は秋田県北端にあり海に近い.25日は鶴彩を

かど

出発,豊岡･鹿渡･天瀬川とどんどん南下し,大久

つきの

保から26町にある龍毛村に一泊.翌日は龍毛と機

き

木の石油と油煙工場,湊の製油所,八橋油田,濁川

油井と巡察Lた.この一帯は後日秋田油田の中心地

となった.

27日から30日の4日間雨天のため久保田に滞留

したが,その問濁川測量中の桑田と西山の訪問を受

けたり,桑田を伴って県令を訪れたり,ゼネラル大

鳥に手紙を書いたり忙しい日が続いた.8月31日八

橋の橋を渡り,天王･舟越と男鹿半島を行くと,洋

洋たる日本海が眼の前に拡がり,脇本･羽立の先で

ライマンは鳥海山の姿をスケッチした.別名出羽富

士の姿は彼の心を奪い,その後何度もフィｰルドブ

ックに描かれた.6時14分船川の海抜10フィｰトに

ある宿に入った.

地質ニュｰス47ユ号�
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第7図

｢日本地誌提要(マサチュｰセッツ大学図書館所蔵)｣から,ライマンが読めるよう朱でふりがなを付け

ている.

雨天のため1日遅れ9月2日,雨上りの泥んこ

でつるつるLた山路を通り,船川･増川･中間口の

油田を視察した.翌3日は7時27分フェリｰで湊

へ着き,製油所に立寄り,久保田の宿で一時くつろ

ぎ,2時13分南下が始まった.その日は遅くまで旅

を続け7時56分道川に着いた.翌朝6時32分来た

道を戻って勝手村へ行ったが,SOdai(総代?)がr石

油は村に全くなし｣と言うので道川村へ帰り,道川

ふたご

石油地と二台油田を訪れた.ライマンはよく｢スプ

ｰソｰ杯の石油程度｣と表現したが,道川も二台も

この表現にあてはまる.再び羽州浜街道を進み,松

ケ崎,芦川油田に寄り,親川,石脇,本荘の港町に

6時36分に達した.

9月5目から5日間由利郡の点々と散らばる油田

･油井･鉱山を調査しているが,どれもこれも特

筆するに足るものではなく,あちこち約20ケ所を

測量し,鳥海山登山口である横岡まで足を伸ばして

いるのが印象深いくらいなものである.金山･小国

いせいち

大森･伊勢居地･横岡等を訪れ,東へ進み小菅

じねご

野･吉沢･杉沢と調べ9日5時近く笹子に出た.

10目院内銀山を6時間余り視察したのみで,翌

日8時40分山形県新庄へ向った.山道は極めて険

しく人力車を引っぱったり押したり,ライマンは再

三歩かねばならなかった.雄勝峠10時29分通過,

のぞき

秋田県はすでに背後どたり,11時37分及位通運へ,

1993年11月号

Lゆねざか

主寝坂は急峻なためまたもや歩いた.中田を過ぎた

後も数回人力車に乗ったり下りたりを繰返し金山通

運に着いた.Lかし行手になおも難所が続き泉田に

達して,ほっと一息ついた.6時26分新庄通運宿舎

もとあいかい

に入った.翌12日宿を6時48分に一出て,本合海か

ら舟で最上川を下った.舟の行き交い激しく,餅売

りの女二人が舟を漕いで,ライマンの乗っている舟

を執蜘こ追いかけるハプニングは面白い.1時30分

上陸,地名が記されていないが,前後の関係で清川

と想像できる.狩川･南野･余目を経てフェリｰで

川を渡り,酒田に近づくやライマンは視覚･聴覚

嗅覚で酒田が活気に満ち満ちた港町であるのを

知った.

9月13目7時20分宿を出発,曇で鳥海山は見え.

ず,秋田三崎街道を北へ進んだ.藤塚から内陸に入

り,越橋･荒目･蕨岡,そこから6里にある草津

石油地を調べた.この日の道程は13里余りだった

が,酒田r夜遅く11時に戻ったのは,蕨岡から草

津への道が迷路だったからであろう.翌朝酒田を別

れ,鶴岡を経て大広村で一泊した.

新潟県下(9月15目一9月27日)

こはとあつみ

15日は羽州浜街道を三瀬･小波渡･温海と急ぎ,

鼠ケ関から歩いて越後最初の村,中浜に入り,そこ

から人力車で大川に着いた.翌朝輿が用意された.

案の定,荒川･垣之内･蒲萄と山岳地帯の旅で,ラ�
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イマンは渓谷,稲田,林,小高い丘の眺めを楽しん

だ.塩野町に出て,猿沢三面川を渡って村上に8

時5分到着した.三日市への沿道はあちこち稲刈

りの最中であり,炭坑がくずれ立入禁止の赤谷鉱山

を下る山路には柿がたわわにみのり,越後はすでに

秋のたけなわであった.

19日から22日まで去年旅Lた新津･与板･脇野

町･妙法寺等を訪れ,なつかしい出雲山･黒姫山

･妙法山にも再会した.9月23日高田を立ち,新井

宿･除戸･長沢を経て信濃入りし,富倉およびその

周辺の杉ノ沢･狐平･濁池等を巡回した.何れも

r多くの油井あれど石油なし｣の状態ですぐ次の涌

井の石油地,関口の油井,沼新田の鉱泉へ移り当夜

ぶるみ

は古海に宿をとった.翌朝古海石油地の後,北国街

道に出て一直線に善光寺への予想に反し,ライマソ

ｰ行は牟礼から峯を越えて新町に一泊Lた.27目

かじろしさり

雨の中を神代の石油地と鋳物工場や伺去真光寺そし

て上松の油井を訪れ,遂に長野に6時過ぎに着いた.

4｡長野でのできごと

ここでライマンが長野に3週問余り滞在Lたけ

れぱたらない思わぬ出来事が起った.事件の中心人

物である安達仁造のr来夏先生と古河市兵衛翁｣の

記事で真相がつかめることができた.安達は石油地

文藤寺村の農家で食べた松茸飯から下痢を起し,ラ

イマソｰ行の後を追いかごで山越して長野に着いた

が益々悪化するばかりだった.少L長いが安達の文

を引用する.

長野の旅舎で床についてみたが病状は悪くなる

ばかりである,黙るに先生の長野に於ける鉱産物

の調査はすでに下り,石川県へ赴く筈にたってい

たので,先生に私を置いて発足されることを懇願

したが先生は｢報告文を書く都合があるからしば

らくここに滞在する,君も安心して養生したま

へ｣と云はれた,助手として同行した私は,先生

の調査旅行が如何に多忙であるかを知っていた,

又先生が研究の外,心中何ものも無いという気性

も知っていた,報告文を書くとは口実で実は私の

病気を案じられての滞留であることは余りに明瞭

であった,それを思うと先生の看護を受けながら

私は感謝の涙にくれていたのである.(注1)

またライマンが絶えず安達の病状を聞き相談した

医者がなかなかの人物であった.彼はライマンの助

手前田清明の知友で入牢中の佐久間象山からオラン

ダ医学の講義をきき,感ずるところあって医者にな

ったと言う.彼の赤痢を薬湯で治した医者につい

て,安達は次のように述べている∴

その医者もまた非常に熱心な人で毎日人をよこ

して湯をかへさせてくれたし,いよいよ私も動け

るようになってかごで金沢へ先生と赴くことにな

ったが,その時丸薬もぐれ,種々養生訓もしてく

れた,その生命の恩人の姓名を忘却Lたとあって

はまことに相済まぬ次第である.(注2)

ライマンのフィｰルドブックで医者の名前

Kanekoをようやく見つけ,更に｢長野医師金子氏

21目分1円｣を会計簿から探し出した.安達の医

療費が21日分1円とは!目を疑うばかりである.

当時西洋ろうそく10袋(28日分)が1円90銭であり,

幸太郎の月給は8円であったのを付加えよう.

江戸往復

10月10日突如フィｰルドブックは上田午前1

時20分追分7時25分高崎5時57分と旅の記

録に変った.ライマンが江戸を目指して走っている

のは想像できるが,彼の規則正しい日常生活を破っ

た原因は何であろうか?

熊谷11日午前1時,そこから早馬車で10時32分

に江戸筋替馬車終点に着いている.その日と翌12

日にかけてライマンが取り組んだ問題は内容が明ら

かでないが,主因は幸太郎の養女の件であった.

12日には幸太郎の全幅の信頼を裏切らず,ライマ

ンはひとまず問題を解決している.

私のお会いしたライマンの助手の孫,ひ孫の方々

が｢ライマン先生｣と言って今でも敬愛していらっ

しゃるなぞの答がこの辺りにあるのではなかろう

か?ライマンは30代の働き盛りであったが,彼

の6日間のカリスマ的行動に感銘を受けた.江戸萎

約｡日間の滞在中,大鳥に会い,横浜へ出かけ,1

本郷の病院へN(野口?)を見舞ってさえいる.

13日午後9時30分平河町を出発,10時10分江戸

を出て1･日高崎午前1･時55分,坂本に6時･9分に1

着き一泊.15日坂本を朝6時10分に立ち,午後2

時37分に上田,長野に8時27分に安着した.すぐ

地質ニュｰス471号�
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に前日長野に着いた山内･山際･前田本方･秋山の

訪問を受け,1時間ばかり話した後,今度は彼等の

宿へ行って調査プランや安達について語り,宿に戻

ったのが午前12時30分,最も長き6日間であった

に違いない.

5.再び旅路へ(10月22目一1妥月8日)

遂に出発の日が来た.第1目は輿に乗り北国街

道を外れ北西へ進み途中地獄谷の燃上るガスをみ

て,けわしい,ぬかるみの山道を通り,峯を越えて

新町まで旅行した.だんだん山は高くなり北アゾレプ

ス北都へ奥深く入る.二重を過ぎてしばらく青貝へ

行く道を見失い,その上雪が降り出し苦難の旅であ

ったが,ともかく千見の宿に着き第2日目を終え

た.1O月24日青貝周辺の石油とガスを調査,美麻

に近づく頃雨が上り,紅葉の美しさにライマンはし

ばし足をとめた.堀之内の油井近くで雪がちらほら

降り始め急ぎ塩島新田へ足を向けた.沿道でライマ

ンが見た降雪の中を黙々と稲穂を集める農夫の姿は

信濃の風土のきびしさを語る.氷雨がはげしくなり

塩島新田で一夜を過ごすことになった.翌朝は快

晴,積雪を見る.日がさして山々は銀色に輝く.こ

の日難所中の難所を行くライマンの心中は如何であ

ったろうか?ライマンが立寄った石油地切久保か

ら判断し,手許の地図の新田は塩島新田であろう.

ライマンが見た小さな石像の列とは百体観音であろ

う.正しく白馬三山,白馬岳･杓子岳･鏡ケ岳が真

近にそびえる雪どけの千国街道の塩の道を,雪ぐつ

をはいた人夫と共に遅々として慎重に前進したの

だ.フィｰルドブックに｢Ve町Steep｣とある.

千国通運に11時18分.この辺りのガス地を訪れ,

小雨の中を,下り瀬通運へ12時55分に達し,十分

休憩した後,2時30分輿で進んだ.フィｰルドブッ

クに｢Moshisubemto｣とある.この日本語が難

路を行く恐しさを言い尽していると感じるのは筆者

一人だけではあるまい.くたばる人夫を力づけて石

坂着.ここで米を積んで南へ行く雄牛,北へ帰る雄

くるま

牛の群にあった.来馬に4時41分無事着き一泊し

た.

26目は晴天6時52分に起床後運動Lて体を温め

出発した.県境を越えると次第に丘陵は低くなり,

10時44分山之坊通運に到着,これより山路はけわ

しくなるが,海が見え始めライマンは寛いだ気分に

1993年11月号
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第8図フィｰルドブックに書かれた日本語(フィｰルド

ブックL79,マサチュｰセッツ大学図書館所蔵)

なったのカ㍉明星嶽をスケッチした.小滝の夏小屋

小滝の岡を経て根小屋3時21分,雨が降り出し,

闇が迫りちょうちんに灯を付け糸魚川へ急いだ.7

時27分糸魚川の宿についた頃は頭上に星が輝いて

いたが一目のしめくくりに一｢当夜風雨強し｣とある.

風雨のため1日遅れ28日出立.旅のコｰスは糸魚

川一姫川一田海一市振までの北陸道で,途中山岳地

帯に入り大沢で石灰岩中の化石を調べたのと,名に

し負う親不知をぬれながら通ったのがその日のハイ

ライトであった.

翌29目越後を後にし泊まで来ると魚津からの役

人が出迎えた.ライマンはrまた今朝3時魚津か

ら警官2人が市振にやってきて,5時に安達と打ち

合せた1彼等は昨夜11時ここ泊を通過している.

どうも我々の動静を糸魚川からキャッチしたらし

い｣と書いているが,この2人はすでにライマソｰ

一行と行動を共にしていた.形式張った事がきらい

なライマンのしかめ顔が目に浮ぶ.魚津へ向う一行

のライマンの描写はこっけいである.｢私の背後に

警官1人,その後に安達と幸がかごで続き,次に

魚津の役人が人力車で,もう一人の警官は多分先へ

行ったのだろう.そうだ!彼は先導Lて進んでい

ると違いない.これでは全く逃げだすことはできな

い.道理で沿道の人々が我々を凝視している.随員

に免じて,我々は葬式行列ののろさで進んだ｣.ラ

イマンの心情を察すると同情するに余りある.三日

市の手前で数人のyakuninsに迎えられ4時40分点�
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津に到着した.夜は富山区長を含む5,6人の

yakuninsと泊から一緒だった役人がライマンの宿

を訪れ越中調査について語り,県令から贈られたシ

ャンペンでライマンと酒杯を安した.ライマンは東

部山地は積雪数フィｰトで鉱山調査は無理であると

悟り,30日魚津を立つ前に頼まれた鉱石･鉱物の

標本に名をつける仕事を終えると,滑川･水橋を経

由富山へ西進した.

富山でも鉱物標本を鑑定し,11月1日午後神通

川を渡り,針原の石油地に寄って小杉駅の宿に5

と

時48分に着いた.2日は小杉駅の油井･小杉村･利

なみしんたかき

波新･今井･高来のガス地を続けて訪れ,午後には

いまいするぎ

高岡･立野･福岡を通り加賀に近い今石動まで進ん

だ.3日田川村の化石をみて金沢へ赴いたが,途中

ぐりから

の険しい山路は有名な古戦場倶利迦羅峠に違いな

い1雨天のため4日間金沢に滞在中,金沢博物館

の鉱石標本の鑑定をやり,仕事終了後は安達と連立

って勧業試験所の鋳物･織物･養蜂等の作業を見学

するのを楽しんだ.

9日やっと午後に晴間がでたので出発,松任･柏

野･粟生･寺井と月光の下なおも旅を続け7時23

分小松に達し,翌10日は遊泉寺銅鉱山の鉱脈や製

錬操業を視察した.金平へ向う夜道で度々ちょうち

んをつけた人々にすれ違い往来の激しさを描いてい

るが,九谷焼の大聖寺や小松,また粟津温泉への通

路だったからであろう.11日と12日は金平銅山を

訪れ,12日午後粟津温泉へ,そこから山代に向う

が,那谷を過ぎてしばらくしてフィｰルドブック

L88が終った.

L89からし128(11月12日1877-11月7日1879)

の40冊が現在行方不明であるので,｢日本油田地質

測量1877年報文｣の英文および中村新太郎和訳と

幸太郎の会計簿を本にしてライマンの足跡を追う外

はない.

11月10日夜山代に無事着き一泊.山代から山中

へぎたに

温泉へ.3目問雨のため山中に滞在.その間片谷と

市ノ谷の黒鉛鉱床および近くの高陸士を訪れ,福井

への途中,山代陶窯に寄った.降雪のため福井に

5日留まった.深い積雪で大野郡の銅山調査を断念

し,提出された鉱石と鉱物の標本で鉱山の概略をつ

かむことができた.

11月22日福井から江戸に向って出発.武生･栃

ノ木峠を越えて木之本,琵琶湖東岸の長浜を過ぎ,

関ケ原から中山道に入り,鵜沼･中津川を経て妻篭

に達した.ここから中山道を外れ飯田へ,政府の要

請で高遠と飯田問の鹿塩の塩産地を訪れている.信

濃の高遠から甲斐の韮崎へはどの道筋をとったのだ

ろうか?フィｰルドブックが存在しないのが残念

くろぺら

である.甲斐では透明水晶を産する黒平の採石場を

訪れた.それより甲州街道に沿って笹子峠を通り,

八王子,日野を経て遂に12月8目無事平河町に帰

宅,ここに全距離860里(私事の長野と東京間の300

里は数えず)の長期地質調査は終了した.

儘.おわりに

筆者は地質家にとってフィｰルドブックは彼等の

生命であるのを知った.だからこそ,石油調査旅行

中のライマンの喜び,失望,興奮,あまたの感情が

直かに筆者に伝わったのではなかろうか?また千

国街道の積雪した難路で書いた｢Moshisuberuto｣

の走り書きがライマンの緊張した声と聞えたのであ

ろうか.その上フィｰルドブックのぺ一ジから私心

なく,目を将来に置き,謙虚で高潔なライマンの人

柄が鮮やかに浮び出たのはライマン研究者にとって

僥倖と言っても過言ではあるまい.

(注1)(注2)
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